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議事録

日時：平成28年７月27日（金）　18：30～21：30
場所：日本武道館大会議室
出席者：佐藤成明会長　廣永茂樹　戸賀崎正道　栗原正治副会長
　　　　内田康介卒業生幹事長　吉村哲夫卒業生総務副委員長　藤野靖太郎　篠京之卒業生総務委員
　　　　坂西貴司卒業生財務副委員長　吉田正彦卒業生財務委員
　　　　前田勝卒業生事業委員長　辻村弘毅卒業生事業副委員長　
金成増彦　竹村慎也卒業生事業委員
浅野誠一郎卒業生指導委員長　内野尚美卒業生指導委員
　　　　林田光弘卒業生審判副委員長　　宇賀神良博卒業生審判委員


学生出席者：古川圭太幹事長　　
　　　　　　齋藤浩也総務委員長　　　岡田和真財務委員長　　　
　　　　　　森　瑛磨事業委員長　　　野平真柚子指導委員長
水元光正審判委員長　　　井内康徳総務委員・全日総務委員長
大田尚奈総務委員　　　　横田龍之介総務委員　　
野地正護　清水颯人財務委員　　　　
髙橋悠太郎審判委員　　

　　
定刻、内田卒業生幹事長が開会を宣した後、佐藤会長の挨拶があり、次いで本日の議事を進行した。


【報告事項】
1.平成２８年度　全日本学生  ・女子学生剣道選手権大会及び東西対抗試合報告
　井内学生総務委員・全日学生剣道連盟総務委員長より、配付資料に基づき、平成28年度第64回全日本学生剣道選手権大会・第50回全日本女子学生剣道選手権大会及び第63回全日本学生剣道東西対抗試合  ・第10回全日本女子学生剣道東西対抗試合結果報告がなされた。次いで、64回全日本学生剣道選手権大会試合時刻集計結果の説明がなされた。第5試合場の遅延の理由として、延長が17試合と多かったためであるとの補足説明がなされた。次いで第５０回全日本女子学生剣道選手権大会試合時間集計結果についての説明がなされた。また、古川学生幹事長より、第４試合場において、１試合目から４試合目までを、時計係が本来５分の試合時間を４分で行ったことが発覚し、審判主任から審判長へ報告がなされ、審判長と全日本学生剣道連盟審判委員長との協議により、４分で１本勝ちの勝敗が決した2試合については当該試合４大学の監督の同意を得て、1分の追加試合を行った旨説明がなされた。


2.平成２８年度　日韓交流親善試合報告
　森学生事業委員長より、配付資料に基づき、平成２８年度日韓交流学生剣道親善試合については、平成28年７月１０日（日）筑波大学剣道場において予定通り滞りなく終了した旨報告がなされた。

3.平成２８年度　日中交流親善使節団報告
　森学生事業委員長より、配付資料に基づき、平成２８年度２０１６日中交流関東学生剣道連盟親善使節団についての報告がなされた。また内田卒業生幹事長より、今回の中国側の参加者は中国ナショナルチームを含む１１０名余りであり、現地では盛大な歓迎を受け、親善試合、指導、合同交流稽古が予定通り行われたとの説明がなされた。また佐藤会長より、日本団員は中国の約１００名の選手全員と試合をし、中国の参加者には剣道を理解してもらうことができたとの発言があった。

4.平成２８年２８年度上期決算報告
　岡田学生財務委員長より、配付資料に基づき、平成２８年度上期決算の報告がなされた。内田卒業生幹事長より、全日本学生剣道連盟への関東連盟登録会員数は４,１９１人であるのに対し、関東学生剣道連盟は４,１９０人であるとの指摘がなされた。これについて財務委員会で再確認することとなった。廣永副会長より、学生セミナーの支出増について質疑がなされ、これに対し岡田卒業生財務委員長より、会場費等の値上げがあったとの説明がなされ、平成２８年度上期決算について、これを了承した。
　
5.平成２８年度全日本学生剣道連盟第２回常任理事	会報告 
 　井内学生総務委員より、平成２８年度全日・第２回常任理事会の報告がなされ、熊本地震義援金について、各地域連盟（九州連盟は除く）登録会員一人５０円の義援金徴収が決定され、この義援金の徴収方法は各連盟に一任されるとの説明がなされた。次いで、井内学生総務委員より、配付資料に基づき、松山大学剣道部員の不祥事に関する報告がなされた。これについて内田卒業生幹事長より、今回の不祥事は、指導者及び剣道部員の暴力に対する認識が甘いために対応が遅れてしまい事態を悪化させたとの指摘がなされた。
　
【審議事項】
1.全日本学生剣道連盟熊本地震義援金徴収の件 
内田卒業生幹事長より、配付資料に基づき、関東学生剣道連盟の拠出方法について意見を求めた。
岡田学生財務委員長より、財務委員会としては新たに1人５０円を加盟大学から徴収するのは手間がかかる。また、現在、前年度繰越金等により連盟から４,１９０名分合計２０９,５００円を拠出することに支障はない。栗原副会長より、各大学剣道部としては登録費を支出した後の会計から新たな出資は難しいのではないか。次いで学生の意見として古川学生幹事長より、登録費に充当させる、手間がかからないという観点から、各大学剣道部から新たに徴収せず、関東学生剣道連盟の予算から拠出する方がよい。戸賀崎会長より、本年度から登録費を値上げしていることから、関東学生剣道連盟の運営費からの補填はしないほうが良いのではないかなどの提言がなされた。
　以上の審議の結果、内田卒業生幹事長が、全日本学生剣道連盟への各大学登録部員１人５０円の熊本地震義援金徴収方法の件について、関東学生剣道連盟の予算から合計２０９,５００円を拠出することとし、剣道部員への新たな徴収はしないこととする。各加盟大学剣道部へは関東学生剣道連盟から拠出することの報告をすることについて諮ったところ、異議なくこれを承認した。
　
2.全日・平成２８年度第２２回全剣連剣道有功賞推薦の件 
　井内学生総務委員より、配付資料に基づき、平成２８年度剣道有功賞顕彰の関東学生剣道連盟候補者推薦についての説明がなされた。この後、内田卒業生幹事長より、本連盟の候補者については、全日本学生連盟への提出期限が平成２８年８月２６日（金）であることを踏まえ、例年同様、会長・副会長に一任することとし、８月１９日（金）までにお願いすることの提案がなされ、異議なくこれを承認した。
　
3.秋季二大会要項（案）・役員（案）・日程（案）・注意事項（案）の件
　齊藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、秋季二大会要項（案）・役員（案）・日程（案）に説明がなされた。
　大会要項（案）・日程（案）の前大会との変更点について、以下のとおり説明がなされた。
変更点
　１.女子大会の開始時間が午前１０時から午前９時となる。
　２.平成２８年度から関東学生剣道連盟出場枠数が男子は２２大学から２０大学となり２大学減、女子は１６大学から１８大学となり２大学増になる。
　３.女子大会に新たに全日本出場決定戦が導入される。
　以上の変更点と併せて要項（案）・役員（案）・日程（案）・注意事項（案）について、異議なくこれを承認した。
　
4.平成２８年度警視庁親善試合の件
　森学生事業委員長より、配付資料に基づき、平成２８年度第４２回警視庁対関東学生剣道連盟親善試合についての説明がなされた。警視庁側との協議により、本年度の開催日時は平成２８年１０月２２日（土）午前１時開会。会場は警視庁武道館。審判長は警視庁が担当。関東学生剣道連盟審判員は男子６名・女子２名、計８名。出場選手は男子５０名・女子１１名とし、選考会議において選出する旨説明がなされ、異議なくこれを承認した。

5.平成２８年度審判研究会の件
　水元学生審判委員長より、配付資料に基づき、平成２８年度審判研究会開催についての説明がなされた。開催日時は、平成２８年１０月２９日（土）午後１時開会。会場は明治大学リバティータワー・スポーツホール。講師は、香田郡秀卒業生審判委員長・井島章同審判委員。参加対象者は、登録審判員で５５才及び７段以下とする旨説明がなされ、異議なくこれを承認した。
　
9.その他
（１）秋季二大会の３回戦敗者による全日本出場決定戦試合方法について
今年度から全日本出場枠数の変更により、女子大会に全日本出場決定戦が導入されることを受け、秋季二大会の時間短縮等を含め、円滑な大会進行にあたり、全日本出場決定戦の試合方法の検討がなされた。　
　廣永副会長より、現在の出場決定戦の方法は各大学からの要望があり、公平性の面から行っている。林田卒業生幹事より、消化試合にならないようなルールを見直してはどうか。栗原副会長より、３本勝負を１本勝負にする方法も考えられる。戸賀崎副会長より、先に４勝した大学を勝ちとしてはどうか。宇賀神卒業生常任幹事より、全日本出場決定戦の試合方法を変えてどれくらいの時間短縮につながるか。竹村卒業生常任幹事より、全日本出場を決める大事な試合であるので、本選と同様の試合方法で行いたい。吉田（正）卒業生常任幹事、試合時間の短縮ということであれば、どこで試合を終了するのかを考えなければならない。吉村卒業生常任幹事より、関東優勝大会と全日本出場決定戦ははっきり区別した方がよいのではないか。学生役員より、１本勝負より3本勝負がよい。時間短縮を考えるうえでは３本勝負で勝敗が決定した時点で終了する方法がよいのではないか。
　そのほか、男子は５人制、女子は３人制で行うなどの提言があった。
　以上の審議により、内田卒業生幹事長が、秋季二大会の全日本出場決定戦は「３本勝負とし、チームの勝敗が決定した試合をもって終了とし、それ以降の試合は行わない」とすることを提案し、異議なくこれを承認した。

今後の予定
　　９月２９日（木）１８：３０　第４回常任幹事会　後日９月２７日（火）に変更
　１０月２５日（火）１８：３０　新人戦二大会実行委員会　

　
最後に、佐藤会長より挨拶がなされた。
以上で本会議のすべてを終了し、閉会した。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成日：平成２８年７月２７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成者：学生総務委員　大田尚奈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録確認者：卒業生幹事長　内田康介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




